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 研究 I では、血圧の決定因子のひとつである静脈還流を利用し、透析低血圧症の予防























 研究Ⅱでは、透析中における経時的な血圧とシャント血流量（Flow Volume: FV）お
よび実血流量の変動傾向を解析し、透析中に FV が低下しやすい症例が持つ要因の抽出
を試みた。対象は、透析患者 64 例、観察期間は 2 ヵ月とした。方法は、対象全例に対
して、透析中の各時間値（0h、1.5h、2.5h、4.0h）に、FV、実血流量、血圧（収縮期、
拡張期）を測定し、以下の 5 項目について検討した。（1）透析中の FV、実血流量、血
圧の推移。（2）FV、実血流量、血圧の相関解析。（3）対象の分別（FV 低下群/不変群）。
（4）FV 低下群/不変群における血圧の推移。（5）透析中の FV 低下要因の抽出（17 項
目）。検討の結果、FV と実血流量は透析中有意に低下し、両者の間には有意な正相関が
みられた (R=0.76)。しかし、FV と血圧に相関関係はみられなかった (R=0.17)。対象
を、FV 低下群と不変群に分類した上での血圧推移は、両群共に透析後半にかけて有意
な低下を示した。透析中の FV 低下要因の抽出では、「シャント血管石灰化、ABI 異常、
糖尿病、シャント拡張率低下」が有意に高い寄与率を示した。中でもシャント血管石灰
化とシャント拡張率低下の FV 低下に対する寄与率は高く、χ2 統計量はそれぞれ 15.2












脱血時」と定め、FV と RI を測定した。FV と RI の測定は、各症例につき、透析開始
直前、透析 1.5 時間時、透析 2.5 時間時、透析終了時に、「脱血時」と「非脱血時」の
状態でそれぞれ行い、以下の 5 項目について検討した。（1）「脱血時」と「非脱血時」
間における FV の相関解析と RI の相関解析。（2）FV と RI の全データの中から、FV
が 350ml/min 以下であったデータを抽出し、そのデータの「脱血時」と「非脱血時」
間における FV の相関解析と RI の相関解析。（3）FV と RI の全データの中から、RI
が 0.6 以上であったデータを抽出し、そのデータの「脱血時」と「非脱血時」間におけ
る FV の相関解析と RI の相関解析。（4）透析中における FV と RI の時系列変化の解析
と、各時間における「脱血時」と「非脱血時」間の差の比較。（5）シャント部位別（前
腕部、肘部、上腕部）における FV の標準偏差平均値の比較。検討の結果、「脱血時」
と「非脱血時」間の相関解析では、FV も RI も有意な正相関を示した。また、FV が
350ml/min 以下の場合でも、「脱血時」と「非脱血時」間において、FV も RI も有意な
正相関を示した。RI が 0.6 以上の場合では、FV は「脱血時」と「非脱血時」間で有意
な正相関を示したが、RI は有意な相関を示さなかった。FV と RI の時系列変化では、
どちらも透析中有意に低下した。しかし、各時間における FV と RI は、「脱血時」と「非
脱血時」間に差を示さなかった。測定部位における評価では、上腕部と比較して前腕部
と肘部で特に高い測定精度を示した。これらの結果から、脱血時における FV と RI の
測定は、前腕部と肘部のシャントにおいて、脱血・非脱血の有無、および透析中の経過
時間に関わらず、非脱血時と同等の測定精度を得ることが可能と考えられた。 

















案したものである。研究は I から IV の 4 段階により構成した。 















 第５章の研究 IV では、研究 II と III で得られた知見を、実際の現場で活用するため
に、透析支援システムを利用し、シャント血流機能のデータ閲覧とサマリへの自動落と
し込みを行うツールを開発し、成果を得た。本研究の結果から、透析支援システムを用
いた透析施行中のシャント管理は、シャント不全のリスクを回避するための、異常の早
期発見・早期治療につながる有用な手法であったと考えられた。 
 本研究により、血液透析治療において特に重要な、透析低血圧症の新たな予防策の提
案と、内シャント血流動態の変動要因、およびその管理手法の効率化を得るための新た
な知見を示すことができた。これらは、今後の透析医療の発展につながる意義の高い知
見であったと考えられる。 
 以上を総合した結果、本審査委員会では、本論文が「博士（応用情報科学）」の学位
授与に値する論文であると全員一致により判定した。 
